
市
民
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
市
政
推
進
に
あ
た
り
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
合
併
に
よ
り
、
新
「
長
門
市
」
が
ス
タ
ー
ト
し
て
約
一
年
半
が
経
過
い

た
し
ま
し
た
。
合
併
初
年
の
昨
年
度
は
「
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
」
と
「
地
域
の

均
衡
あ
る
発
展
」
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、
情
報
基
盤
の
整
備
や
生
活
基
盤
の
整

備
等
、
諸
施
策
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

合
併
二
年
目
に
あ
た
る
今
年
度
は
、
地
域
再
生
へ
の
基
礎
づ
く
り
の
年
と
考
え

て
お
り
、「
新
市
建
設
元
年
」
と
位
置
付
け
、「
６
次
産
業
の
推
進
」
と
「
自
然
環

境
の
保
全
」
を
重
点
目
標
に
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
更
な
る
施
策
の
充
実
・
発
展
を
目
指
し
、

今
年
も
「
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
」
を
下
記
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
私
自
ら

が
皆
様
方
の
地
域
に
出
向
き
、
市
政
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
ご
提
言
な
ど
を
直
接

お
聴
き
し
、今
後
の
市
政
運
営
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
本
市
の
向
こ
う
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
り
ま
す
「
長
門
市

総
合
計
画
」
の
策
定
作
業
も
現
在
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
計
画
に
つ

き
ま
し
て
も
併
せ
て
ご
説
明
申
し
上
げ
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、「
未
来

ゆ

め

の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
ご
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

長
門
市
長

松
林
正
俊

高
等
学
校
卒
業
程
度認定

試
験

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

は
、
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
い
な
い

な
ど
の
た
め
大
学
等
を
受
験
で
き
な

い
人
に
対
し
、
高
等
学
校
卒
業
者
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か

を
認
定
す
る
た
め
の
試
験
で
す
。

合
格
者
に
は
、
大
学
・
短
大
・
専

門
学
校
の
入
学
資
格
が
与
え
ら
れ
る

だ
け
で
な
く
、
高
等
学
校
卒
業
者
と

同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
も
の
と
し

て
認
定
さ
れ
、
就
職
、
資
格
試
験
等

に
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
出
願
期
間

９
／
８
（金）
〜
20
（水）

■
試
験
日
時

11
／
18
（土）
・
19
（日）

■
試
験
場
所

防
府
と
く
じ
Ｊ
Ａ
会
館

（
防
府
市
中
央
町
４
‐
１
）

■
試
験
科
目

現
代
社
会
ま
た
は
政

治
・
経
済
、
国
語
、
英
語
、
数
学
、

倫
理
、
世
界
史
Ａ
ま
た
は
世
界
史

第
13
回
長
門
市
美
術
展

作
品
募
集

市
で
は
、
来
年
３
月
に
開
催
す
る

第
13
回
長
門
市
美
術
展
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

■
会
期

平
成
19
年
３
／
16
（金）
〜
25
（日）

10：

00
〜
17：

00

※
３
／
19
（月）
は
休
館
日

■
会
場

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
応
募
資
格

長
門
市
民
お
よ
び
長
門
市
内
の
事

業
所
に
就
業
し
て
い
る
人
（
中
学

生
以
下
を
除
く
）

■
募
集
作
品
・
出
品
規
格

・
工
芸
・
彫
塑

最
大
で
人
力
（
２
〜
３
人
）
で
運

ぶ
こ
と
の
で
き
る
程
度
の
も
の

・
絵
画

10
号
以
上
50
号
以
内
と
し
、
額
に

納
め
吊
し
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
あ
る
こ
と

・
書半

切
以
下
と
し
、
裏
打
ち
が
し
て

あ
る
も
の
、
ま
た
は
額
入
り
に
し

て
あ
る
も
の

・
写
真

半
切
程
度
で
マ
ッ
ト
張
り
に
し
、

吊
し
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
し
て
あ
る
こ
と

■
出
品
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項

・
１
年
以
内
の
自
己
の
創
作
し
た
未

発
表
の
作
品
で
あ
る
こ
と

・
額
装
作
品
に
つ
い
て
は
、
ア
ク
リ

ル
張
り
可
、
ガ
ラ
ス
張
り
は
不
可

と
し
ま
す

・
作
品
に
は
、
所
定
の
出
品
票
を
裏

面
の
見
え
に
く
い
箇
所
に
貼
り
付

け
、
出
品
目
録
を
あ
わ
せ
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い

・
書
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
説
明
用

紙
に
よ
り
釈
文
を
必
ず
添
付
す
る

こ
と
。
釈
文
は
楷
書
で
出
品
者
が

記
入
す
る
こ
と

■
出
品
料

無
料

■
作
品
の
搬
入

平
成
19
年
３
／
５
（月）
〜
７
（水）

９：

00
〜
16：

00

■
作
品
の
搬
出

平
成
19
年
３
／
26
（月）
・
27
（火）

９：

00
〜
16：

00

■
作
品
の
搬
入
／
搬
出
受
付
場
所

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
審
査
発
表
・
表
彰

・
審
査
発
表
は
表
彰
式
で
行
い
ま

す
。
入
選
者
は
別
に
通
知
し
ま
す

・
表
彰
式
　

日
時
　
平
成
19
年
３
／
15
（木）

14：
00
〜

会
場
　
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

文
化
情
報
ギ
ャ
ラ
リ
ー

■
そ
の
他

搬
入
か
ら
搬
出
ま
で
の

間
に
お
け
る
不
可
抗
力
の
災
害
等

に
よ
る
作
品
の
汚
染
・
亡
失
等
に

つ
い
て
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

■
申
込
方
法

本
庁
企
画
振
興
課
お

よ
び
各
総
合
支
所
総
務
課
、
各
公

民
館
、
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
、
ラ
ポ

ー
ル
ゆ
や
に
備
え
付
け
の
申
込
み

用
紙
に
よ
る

■
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
係

Ｂ
、
日
本
史
Ａ
・
日
本
史
Ｂ
・
地

理
Ａ
・
地
理
Ｂ
の
中
か
ら
１
科

目
、
生
物
Ⅰ
、
地
学
Ⅰ
、
化
学
Ⅰ
、

物
理
Ⅰ
、
理
科
総
合
の
中
か
ら
２

科
目

■
そ
の
他

受
験
資
格
、
受
験
料
な

ど
く
わ
し
く
は
長
門
市
教
育
委
員

会
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ

指
導
係

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
後
期
）

■
試
験
種
類

甲
種
、
乙
種
、
丙
種

■
受
験
願
書
の
受
付
期
間

９
／
４
（月）
〜
15
（金）

※
受
験
願
書
・
受
験
案
内
は
消
防
本

部
予
防
課
危
険
物
係
ま
た
は
西
消

防
署
に
あ
り
ま
す

■
試
験
日
時
・
会
場

11
／
19
（日）

※
試
験
時
間
と
試
験
会
場
は
試
験
種

類
に
よ
り
異
な
り
ま
す
（
今
回
は

長
門
市
内
に
受
験
会
場
は
あ
り
ま

せ
ん
／
く
わ
し
く
は
受
験
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

■
受
験
資
格

・
甲
種
は
一
定
の
資
格
が
必
要
で
す

・
乙
種
・
丙
種
は
資
格
制
限
が
あ
り

ま
せ
ん

■
願
書
受
付
・
問
い
合
わ
せ危

険
物
係



行
政
区
「
上
川
西
２
区
」

が
分
割
さ
れ
ま
す

下
水
道
は
、
汚
れ
た
水
を
き
れ
い
に
す
る
大
切
な
公
共
施
設
で
す
。
私
た
ち
の
地
球
環

境
を
守
り
、
快
適
で
豊
か
な
暮
ら
し
の
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
現
在
、

長
門
市
で
は
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
お
よ
び
漁
業
集
落
排
水
の
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
が
住
ん
で
お
ら
れ
る
地
域
の
下
水
道
が
利
用
で
き
る
状
態
に
な
り
ま
し

た
ら
、
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に
改
造
し
て
く
だ
さ
い
。

水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
斡
旋

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
化
す
る
と

き
の
工
事
費
に
つ
い
て
、
融
資
斡
旋

制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
貸
付
限
度
額
　
50
万
円

●
利
息
　
市
が
負
担
し
ま
す

●
償
還
方
法

・
毎
月
１
万
５
千
円
以
上

・
最
高
31
回
償
還

●
条
件
等

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
化
す
る
も

の
に
対
し
融
資
し
ま
す

●
借
用
手
続
き

指
定
工
事
店
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
手
続
き
を
代
行
し
ま
す

水
洗
化
の
ご
相
談
は指定

工
事
店
へ

市
民
の
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
水

下
水
道
に
つ
い
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は

●
公
共
下
水
道

下
水
道
課
　

TEL
23
‐
１
１
９
０

日
置
総
合
支
所
施
設
課

TEL
37
‐
２
１
９
７

●
農
業
集
落
排
水

下
水
道
課
　

TEL
23
‐
１
１
９
０

日
置
総
合
支
所
施
設
課

TEL
37
‐
２
１
９
７

油
谷
総
合
支
所
施
設
課

TEL
32
‐
１
２
６
７

●
漁
業
集
落
排
水

下
水
道
課
　

TEL
23
‐
１
１
９
０

「
下
水
道
　
い
つ
か
私
に
　
も
ど
る
水
」

洗
化
工
事
が
で
き
る
よ
う
、
指
定
工

事
店
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

指
定
工
事
店
が
す
べ
て
の
手
続
き

を
代
行
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
（
小
・
中
学
生
）

・
Ｂ
４
〜
Ａ
２
判
以
内
、
画
材
は
問
わ

な
い

・
作
品
の
中
に
「
９
月
10
日
下
水
道
の

日
」
の
文
字
を
入
れ
る

作
文
（
小
・
中
学
生
）

400
字
詰
め
原
稿
用
紙

・
小
学
生
（
低
学
年
）

３
枚
以
内

（
高
学
年
）

４
枚
以
内

・
中
学
生
　
　
　
　
　
　
５
枚
以
内

標
語
（
制
限
な
し
）

・
ハ
ガ
キ
１
枚
に
作
品
１
点

・
応
募
点
数
に
制
限
な
し

書
道
（
小
・
中
学
生
）

・
半
紙
を
縦
長
で
使
用

・
課
題
は
小
学
校
低
学
年
が
「
下
水
ど

う
」、
小
学
校
高
学
年
が
「
下
水
道

の
役
割
」、
中
学
生
が
「
下
水
道
と

環
境
」

●
期
限
　
10
／
27
（金）

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
業
務
係TEL

23
‐
１
１
９
０

平
成
18
年
10
月
１
日
か
ら
、
行
政

区
「
上
川
西
２
区
」
を
「
上
川
西
２

区
」
と
「
上
川
西
３
区
」
に
分
割
す

る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

境
界
は
、
市
道
下
川
西
上
川
西
線

で
、
同
市
道
の
西
側
（
み
の
り
ロ
ー

ド
側
）
が
「
上
川
西
２
区
」
で
、
東

側
（
深
川
川
側
）
が
「
上
川
西
３
区
」

と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

行
政
係

観
光
地
環
境
美
化
事
業

補
助
制
度

市
で
は
、
各
種
団
体
、
グ
ル
ー
プ

等
が
観
光
地
整
備
ま
た
は
環
境
美
化

の
た
め
に
行
う
事
業
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

花
木
な
ど
の
植
栽
・
管
理
、
花
壇

等
の
造
成
を
実
施
・
計
画
し
て
い
る

団
体
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
補
助
額

事
業
費
（
運
搬
等
諸
経

費
を
含
む
）
の
１
／
３
に
相
当
す

る
額
以
内
（
上
限
３
万
円
）

■
問
い
合
わ
せ

観
光
振
興
係

村
田
清
風
競
書
大
会入賞

者

７
月
29
日
、
村
田
清
風
記
念
館
で

第
６
回
村
田
清
風
競
書
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
小
・
中
学
生

約
75
人
が
参
加
し
て
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
入
賞

者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
教
育
長
賞

塩
瀬
　
真
子
（
油
谷
小
３
年
）

安
部
　
詩
織
（
深
川
小
４
年
）

重
廣
　
愛
美
（
深
川
中
１
年
）

■
館
長
賞

田
中
真
紀
子
（
明
倫
小
１
年
）

南
川
　
侑
伽
（
深
川
小
２
年
）

上
山
　
里
水
（
深
川
小
５
年
）

藤
井
美
奈
子
（
浅
田
小
６
年
）

福
原
美
沙
都
（
菱
海
中
２
年
）

山
根
　
瑞
貴
（
日
置
中
２
年
）

※
こ
の
ほ
か
31
名
が
入
選

■
問
い
合
わ
せ

村
田
清
風
記
念
館

住
み
良
い
住
宅
・
住
環
境

を
考
え
る
市
民
意
向
調
査

市
で
は
、
住
宅
の
耐
震
化
や
高
齢

者
対
策
、
定
住
対
策
や
公
的
住
宅
の

供
給
の
あ
り
方
な
ど
、
住
ま
い
や
住

環
境
に
関
す
る
総
合
的
な
住
宅
政
策

の
指
針
と
な
る
「
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
参
考
資
料
と
す
る
た
め
、
現

在
の
お
住
ま
い
の
状
況
や
周
辺
環
境

な
ど
に
関
す
る
ご
意
見
を
伺
う
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
９
月
初
旬
に
実
施
し

ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
市
内
在
住
者

の
中
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
、
郵
送

し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
票
が
届
い
た

ら
、
積
極
的
な
ご
意
見
を
お
聞
か
せ

い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
お
答
え
を
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
本
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
目
的
以

外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

管
理
係

下水道マスコット・キャラクタースイスイ



■ 出身地 北アイルランド　ベルファスト市
■ 出身校 クイーンズ大学　英語学
■ 趣　味 映画、読書、執筆
■ 特　技 執筆
■ 長門市の第１印象は？ とてもきれいで人々が幸せそうだと思いました
■ ALTになりたかった理由は？ 英語を教えることに興味があって、日本の人た
ちが英語を勉強するのを手伝いたかったからです

■ 日本で挑戦したいことは？ 北海道や東北の方へ行ってみたいです。また、剣
道をやってみたいです

■ 長門市の人たちへメッセージを
長門市に迎え入れてくださってありがとうございました。長門の児童・生徒のた
めに全力を尽くします。見かけたら気軽に声をかけてください

クリスタル・カワモトさん ニコラス・レ・ビグレさん

新しいＡＬＴ（外国語指導助手）のアダムとマットですよろしく！
８月１日付けで、長門市の新しいＡＬＴ（外国語指導助手）が配属され、アダム・キャンベルさん

（アダム）が三隅・通地区、マシュー・ディヴァニーさん（マット）が日置・油谷地区を担当するこ
とになりました。

■ 出身地 イングランド　ソルトエアー市
■ 出身校 リーズ大学　教育学（小学校教員免許取得）
■ 趣　味 サッカー、読書、音楽
■ 特　技 ギター
■ 長門市の第１印象は？ とてもきれいでみんながフレンドリーだと感じました
■ ALTになりたかった理由は？ 日本の文化や学校生活を体験したかったのと、
日本語を勉強したかったからです

■ 日本で挑戦したいことは？ 富士山に登りたいです。そして日本の楽器を学び
たいです

■ 長門市の人たちへメッセージを
長門市のALTに選んでいただいてとても光栄に思います。長門にいる間、ALTと
しての責任を果たすために、一生懸命がんばりたいと思います

７月19日、ＡＬＴの任期が満了するマー
ガレット・ロスさん（日置地区担当／２年
間）、クリスタル・カワモトさん（油谷地区
担当／２年間）とニコラス・レ・ビグレさん
（三隅地区担当／１年間）が松林市長へ退任
のあいさつに訪れました。代表してマーガレ
ット・ロスさんが、市民のみなさんに次のメ
ッセージを残してくれました。
「みなさんお世話になりました。みなさんが
とてもやさしかったから、たくさんの友達が
できました。長門は私たちのふるさとになり
ました。どうもありがとうございました」 マーガレット・ロスさん

10
、
11
月
は
、
市
内
各
地
で
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
各
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
の
実
行
委
員
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
置
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
は
、
11
月
19
日

（日）
、
日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
周

辺
を
会
場
に
し
て
開
催
し
ま
す
。
参
加

者
募
集
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

第
22
回
い
き
い
き
の
び
の
び

な
が
と
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

第
22
回
「
い
き
い
き
の
び
の
び
な

が
と
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
は
10
月
22

日
（日）
、
市
役
所
周
辺
を
会
場
に
し
て

開
催
し
ま
す
。

市
民
総
踊
り
大
会

（
出
場
者
に
参
加
賞
あ
り
）

■
日
時

10
／
22
（日）

■
対
象

市
内
の
企
業
・
グ
ル
ー
プ

個
人

■
申
込
方
法

商
工
観
光
課
、
各
公

民
館
、
各
総
合
支
所
経
済
課
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
よ
る

■
申
込
期
限

９
／
20
（水）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

�
TEL
23
‐
１
１
３
７

カ
ラ
オ
ケ
大
会

■
日
時

10
／
21
（土）

■
場
所

中
央
公
民
館

■
対
象

市
内
在
住
者
・
勤
務
者

■
申
込
方
法

商
工
観
光
課
、
各
公

民
館
、
各
総
合
支
所
経
済
課
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
よ
る

■
申
込
期
限

９
／
20
（水）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

TEL
23
‐
１
１
３
７

綱
引
大
会

■
日
時

10
／
22
（日）

■
対
象

市
内
在
住
者
・
勤
務
者

■
種
目

一
般
　
男
子
・
女
子
の
部
　

中
学
　
男
子
・
女
子
の
部

小
学
　
男
子
・
女
子
の
部

■
チ
ー
ム
編
成

・
中
学
、
一
般
は
12
人
以
内
（
監

督
・
コ
ー
チ
各
１
、
選
手
10
人
）

※
競
技
は
８
人
で
行
う

※
体
重
制
限
　
男
子
600
kg
以
内

女
子
480
kg
以
内

・
小
学
生
は
14
人
以
内
（
監
督
・
コ

ー
チ
各
１
、
選
手
12
人
）

※
競
技
は
10
人
で
行
う

■
申
込
方
法

体
育
課
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
に
よ
る

■
申
込
期
限

９
／
20
（水）

■
そ
の
他

同
一
ク
ラ
ブ
で
の
参
加

は
２
チ
ー
ム
ま
で
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課
体
育
係
　
TEL
23
‐
１
２
９
５

出
店

■
日
時

10
／
22
（日）

■
場
所

市
役
所
本
庁
南
側
駐
車
場

■
対
象

市
内
業
者
、
団
体

■
申
込
方
法

商
工
観
光
課
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
よ
る

■
申
込
期
限

９
／
20
（水）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
商
工
係

TEL
23
‐
１
１
３
６

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■
日
時

10
／
22
（日）

■
対
象

個
人
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で

営
業
を
目
的
と
し
た
業
者
を
除
く

（
雑
貨
・
日
用
品
な
ど
）

■
申
込
方
法

商
工
観
光
課
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
よ
る

■
申
込
期
限

９
／
20
（水）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
商
工
係

TEL
23
‐
１
１
３
６

や
き
と
り
応
援
団
募
集

や
き
と
り
横
丁
に
出
店
す
る
お
店

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
期
限

９
／
29
（金）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

TEL
23
‐
１
１
３
７

み
す
み
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

み
ん
な
の
カ
ー
ニ
バ
ル
2006

み
す
み
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
「
み
ん

な
の
カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
０
６
」
は
10

月
15
日
（日）
、
三
隅
公
民
館
周
辺
を
会

場
に
し
て
開
催
し
ま
す
。

仮
装
大
会
／
カ
ー
ニ
バ
ル
キ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト

（
優
勝
10
万
円
／
参
加
賞
あ
り
）

■
参
加
条
件

１
チ
ー
ム
３
人
以
上

（
先
着
10
組
）
仮
装
し
て
３
〜
５

分
間
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
う

■
申
込
方
法

電
話
等
で
チ
ー
ム

名
、
代
表
者
氏
名
、
住
所
、
連
絡

先
、
参
加
人
数
を
伝
え
る

■
申
込
期
限

９
／
22
（金）
�

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

三
隅
総
合
支
所
総
務
課

TEL
43
‐
０
２
２
１

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
／
海
賊
バ
ー
ゲ
ン

■
参
加
条
件

・
プ
ロ
・
露
天
商
は
除
き
ま
す

・
１
団
体
に
つ
き
１
区
画
と
し
ま
す

■
出
店
料

１
区
画（
3.6
ｍ
×
1.8
ｍ
）

１
、
０
０
０
円

■
申
込
方
法

電
話
等
で
代
表
者
氏

名
、
住
所
、
連
絡
先
を
伝
え
る

■
申
込
期
限

９
／
22
（金）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

三
隅
総
合
支
所
経
済
課

TEL
43
‐
０
０
８
０

ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

in
ゆ
や

今
年
の
「
ふ
れ
あ
い
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
in
ゆ
や
」
は
11
月
４
日
（土）
、
ラ

ポ
ー
ル
ゆ
や
駐
車
場
を
会
場
に
し
て

開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
油
谷
ふ
れ
あ

い
広
場
を
会
場
に
「
油
谷
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」も
開
催
し
ま
す
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■
参
加
条
件
（
１
団
体
１
区
画
）

プ
ロ
・
露
天
商
は
除
き
ま
す

■
出
店
料

１
区
画
（
3.5
ｍ
×
3.5
ｍ
）
500
円

■
申
込
方
法

電
話
等
で
代
表
者
氏

名
、
住
所
、
連
絡
先
を
伝
え
る

■
申
込
期
限

10
／
13
（金）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

油
谷
総
合
支
所
総
務
課

TEL
32
‐
１
１
１
３

油
谷
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
種
目

フ
ラ
フ
ー
プ
、
一
対
一
綱

引
き
、
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど

■
そ
の
他

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
ま
す
。
油
谷
ギ
ネ
ス
に
挑
戦

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
油
谷
事
務
所

TEL
32
‐
１
１
１
６



が
絡
ん
で
か
、
戦
争
責
任
と
Ａ
級
戦

犯
に
関
す
る
報
道
が
目
立
っ
た
の
も

特
徴
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
長
門
市
民
が
戦
争

を
捉
え
る
時
に
参
考
に
な
る
素
材
を

提
供
し
て
く
れ
る
二
つ
の
記
念
的
な

存
在
が
身
近
に
あ
る
こ
と
を
思
い
出

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
引
揚
港
・
仙
崎
で

す
。
終
戦
直
後
の
昭
和
20
年
９
月
２

日
、
引
揚
げ
第
一
船
・
興
安
丸
が
約

７
千
人
の
引
揚
者
を
乗
せ
て
入
港
し

て
以
後
、
約
41
万
４
千
人
の
引
揚
者

を
受
け
入
れ
た
歴
史
が
仙
崎
に
は
あ

り
ま
す
。
多
く
は
満
州
や
北
支
（
中

国
・
北
東
部
）
か
ら
の
民
間
人
や
兵

隊
さ
ん
達
で
し
た
が
、
敗
戦
の
混
乱

の
中
で
の
失
意
の
帰
国
で
し
た
。

そ
ん
な
引
揚
者
を
あ
た
た
か
く
迎

え
入
れ
、
大
陸
で
の
苦
闘
の
生
活
や

旅
の
疲
れ
を
癒
し
て
く
れ
た
の
が
仙

崎
の
人
々
で
し
た
。
当
時
の
様
子
を

写
真
で
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
み

す
ゞ
通
り
の
一
角
に
あ
る
旧
JA
長
門

大
津
仙
崎
支
所
に
展
示
コ
ー
ナ
ー
が

開
設
さ
れ
ま
し
た
。

い
ま
一
つ
は
、
戦
後
シ
ベ
リ
ア
に

抑
留
さ
れ
た
体
験
を
原
点
に
、
平
和

と
家
族
愛
を
テ
ー
マ
に
作
品
を
描
き

続
け
た
郷
土
の
画
家
・
香
月
泰
男
画

伯
を
記
念
し
た
香
月
泰
男
美
術
館
で

終戦の日に思う

８
月
15
日
、
終
戦
の
日
は
私
た
ち

日
本
人
に
と
っ
て
、
祖
先
の
霊
を
迎

え
る
お
盆
の
慣
習
だ
け
で
な
く
、
先

の
大
戦
を
振
り
返
る
特
別
の
日
で
も

あ
り
ま
す
。

先
の
大
戦
と
い
っ
て
も
戦
後
61
年

が
経
過
し
た
現
在
、
多
く
の
世
代
が

戦
争
の
実
体
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。
広

島
と
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原
爆
に
よ

り
、
人
類
史
上
例
を
見
な
い
悲
惨
な

犠
牲
を
払
っ
て
終
戦
を
迎
え
た
戦
争

史
を
我
々
日
本
人
が
忘
れ
な
い
た
め

に
も
８
月
15
日
は
あ
り
ま
す
。

終
戦
の
日
前
後
、
今
年
も
メ
デ
ィ

ア
で
は
日
中
戦
争
や
ソ
連
軍
参
戦
に

よ
る
満
州
開
拓
団
の
悲
劇
な
ど
の
検

証
報
道
が
盛
ん
で
し
た
。
靖
国
問
題

■三隅総合支所（２階会議室）
10月５日（木）9：00～11：30
■日置総合支所（市民相談室）
10月10日（火）9：00～11：30
■油谷総合支所（２階応接室）
10月17日（火）9：00～11：30
■長門市役所本庁（２階ミーティングルーム）
10月25日（水）9：00～11：30
９月の「こんにちは市長室」は議会や行事

等により休止します。
■問い合わせ　秘書係 Tel  23‐1113

す
。過

酷
な
収
容
所
生
活
の
中
で
抱
い

た
家
族
や
故
郷
へ
の
強
い
想
い
、
死

ん
で
い
っ
た
戦
友
た
ち
へ
の
鎮
魂
、

そ
し
て
平
和
へ
の
願
い
が
香
月
芸
術

に
は
一
貫
し
て
流
れ
て
い
ま
す
。
何

よ
り
も
抑
留
生
活
の
中
で
、
片
時
も

絵
筆
を
と
る
事
を
止
め
な
か
っ
た
画

伯
の
芸
術
に
対
す
る
飽
く
な
き
想
い

と
執
念
に
は
驚
嘆
し
ま
す
。
そ
の
結

晶
が
そ
の
ま
ま
私
た
ち
の
ま
ち
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
。

引
揚
げ
港
・
仙
崎
と
香
月
泰
男
美

術
館
、
私
た
ち
の
大
切
な
終
戦
メ
モ

リ
ア
ル
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

童
話
劇

「
天
狗
の
火
あ
ぶ
り
」
公
演

「
天
狗
の
火
あ
ぶ
り
」
長
門
市
公

演
を
観
る
会
で
は
、
劇
団
は
ぐ
る
ま

座
に
よ
る
、
詩
人
礒
永
秀
雄
の
童
話

劇
を
次
の
と
お
り
公
演
し
ま
す
。

■
日
時
／
場
所

（
世
話
人
）
／
連
絡
先

・
９
／
14
（木）

18：

30
開
演

ラ
ポ
ー
ル
ゆ
や

（
木
下
）
TEL
０
９
０
‐
２
０
９
４
‐

２
５
２
６

・
９
／
17
（日）

18：

30
開
演

日
置
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
西
村
）
TEL
37
‐
３
６
４
２

全
国
一
斉
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談

山
口
県
司
法
書
士
会
で
は
、
10
月

１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
「
法
の
日
週

間
」
に
あ
わ
せ
て
、
県
内
各
地
の
み

な
さ
ん
か
ら
相
談
を
受
け
お
答
え
す

る
「
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
特
設

会
場
」
と
「
司
法
書
士
テ
レ
ホ
ン
無

料
法
律
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

司
法
書
士
テ
レ
ホ
ン
無
料
法
律
相
談
所

■
日
時
　
10
／
７
（土）10：

00
〜
16：

00

■
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

TEL
０
１
２
０
‐
０
０
３
‐
８
２
１

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
特
設
会
場

■
日
時
　
10
／
７
（土）10：

00
〜
15：

00

■
場
所
　
長
門
市
中
央
公
民
館

■
相
談
手
順
　
会
場
で
受
付
順
に
相

談
を
行
い
ま
す
。
事
前
予
約
不
要

■
そ
の
他
　
10
月
１
日
（日）
は
山
口

県
司
法
書
士
会
館
（
山
口
市
駅
通

り
）
で
も
無
料
法
律
相
談
所
を
開

設
し
ま
す

■
相
談
内
容
　

・
不
動
産
に
関
す
る
登
記
（
相
続
、

贈
与
、
売
買
等
）

・
会
社
・
法
人
に
関
す
る
登
記
（
設

立
、
役
員
変
更
等
）

・
訴
訟
手
続
（
貸
金
請
求
、
家
屋
明

渡
し
等
）

・
多
重
債
務
（
自
己
破
産
等
）

・
成
年
後
見

■
問
い
合
わ
せ

山
口
県
司
法
書
士
会
事
務
局

TEL
０
８
３
‐
９
２
４
‐
５
２
２
０

予
備
自
衛
官
補
募
集

自
衛
官
未
経
験
者
を
予
備
自
衛
官

補
と
し
て
採
用
し
、
所
要
の
教
育
訓

練
を
経
た
後
、
予
備
自
衛
官
と
し
て

任
用
す
る
制
度
で
す

■
採
用
対
象

自
衛
官
未
経
験
者

■
採
用
年
齢

・
一
般
　
18
歳
以
上
34
歳
未
満

・
技
能
　
18
歳
以
上
で
、
保
有
す
る

技
能
に
応
じ
て
53
〜
55
歳
未
満

■
受
付
締
切
　
10
／
13
（金）

■
試
験
日

10
／
21
（土）
〜
23
（月）

■
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
萩
地
域
事
務
所

TEL
０
８
３
８
‐
２
２
‐
２
４
０
９

※
自
衛
隊
萩
募
集
事
務
所
は
自
衛
隊
萩

地
域
事
務
所
に
名
称
変
更
し
ま
し
た

８
月
21
日
、
全
国
大
会
に
出
場

す
る
選
手
の
激
励
会
が
市
役
所
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

出
場
者
・
大
会
名
等
は
次
の
と

お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

●
第
29
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水

泳
競
技
大
会
／
８
月
26
〜
30

日
／
東
京
辰
巳
国
際
水
泳
場

【
50
ｍ
・
100
ｍ
背
泳
ぎ
】

田
村
　
美
樹
（
三
隅
中
１
年
）

全
国
大
会
出
場

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す▲ 田村美樹さん

山
口
県
立
萩
看
護
学
校

学
生
募
集

■
募
集
学
科
／
人
員

・
第
一
看
護
学
科
（
３
年
）

40
人

・
第
二
看
護
学
科
（
２
年
）

25
人

※
第
二
看
護
学
科
は
昼
間
定
時
制
の

た
め
修
学
年
限
は
３
年
間
で
す
　

■
出
願
期
間

・
推
薦
入
試

９
／
22
（金）
〜
10
／
６
（金）

・
一
般
入
試

平
成
19
年
１
／
４
（木）
〜
16
（火）

※
当
日
消
印
有
効

■
試
験
日

・
推
薦
入
試
　
10
／
24
（火）

・
一
般
入
試
（
第
一
看
護
学
科
）

親
子
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い

参
加
者
募
集

山
口
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で

は
、
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
を
対
象

に
し
た
親
子
ふ
れ
あ
い
の
集
い
を
開

母
子
家
庭
等
の

就
業
相
談
会

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

は
、
母
子
家
庭
の
母
等
の
自
立
促
進

を
図
る
た
め
、
就
業
・
生
活
面
等
の

相
談
会
を
行
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

催
し
ま
す
。

■
日
時

11
／
11
（土）
・
12
（日）

■
場
所

国
立
山
口
徳
地
青
少
年
自

然
の
家
（
山
口
市
徳
地
船
路
）

■
対
象

母
子
・
父
子
家
庭
の
親
子

■
内
容
　
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、

ピ
ザ
焼
き
、
リ
ン
ゴ
焼
き
、
親
子

で
遊
ぶ
ゲ
ー
ム
な
ど

■
参
加
費

親
子
で
１
、
０
０
０
円

■
募
集
人
数

親
子
で
約
90
人

■
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
お
よ
び
お
子
さ
ん
の
学
年
・

年
齢
を
記
入
し
申
し
込
む

■
申
込
期
限

９
／
20
（水）

※
参
加
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
抽

選
結
果
は
参
加
者
の
み
連
絡

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
753
‐
0054

山
口
市
富
田
原
町４‐

58

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

山
口
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

TEL
０
８
３
‐
９
２
３
‐
２
４
９
０

FAX
０
８
３
‐
９
２
３
‐
２
４
９
９

用
く
だ
さ
い
。

■
日
時

９
／
22
（金）13：

00
〜
15：

30

■
場
所

長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会

■
対
象

山
口
県
民
で
母
子
家
庭
の

母
お
よ
び
寡
婦
の
人

■
相
談
料

無
料

■
申
込
方
法

事
前
に
電
話
で
申
し

込
む

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
口
県
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

TEL
０
８
３
‐
９
２
３
‐
２
４
９
０
　

船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間

９
月
は
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間

で
す
。
下
関
船
員
労
働
安
全
衛
生
協

議
会
で
は
、
こ
の
月
間
中
「
安
全
で

す
か
『
あ
な
た
の
作
業
』
安
心
で
す

か
『
あ
な
た
の
健
康
』」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
船
舶
所
有
者
・
船
員

に
対
し
て
、
重
点
対
策
の
指
導
、
緑

十
字
旗
の
掲
揚
、船
内
の
整
理
整
頓
、

安
全
衛
生
講
習
会
へ
の
出
席
、
飲
用

水
の
水
質
検
査
を
呼
び
か
け
る
ほ

か
、
船
員
の
無
料
健
康
相
談
を
開
設

し
ま
す
。

■
重
点
対
策

・
死
傷
災
害
の
減
少
を
目
指
し
、
海

中
転
落
等
の
防
止

・
転
倒
、
は
さ
ま
れ
の
防
止

・
高
年
齢
船
員
の
増
加
に
対
応
し
た

死
傷
災
害
防
止
対
策

・
生
活
習
慣
病
の
予
防

・
睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
に
関
す
る

周
知
・
指
導

・
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ
る
健

康
被
害
防
止
対
策
の
周
知
・
指
導

■
船
員
無
料
健
康
相
談
所

（
船
員
労
働
安
全
衛
生
月
間
中
）

・
下
関
水
産
振
興
協
会
漁
港
診
療
所

（
下
関
市
大
和
町
）

・
宮
崎
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
下
関
市
豊
前
田
町
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

九
州
運
輸
局
下
関
海
事
事
務
所
内

下
関
船
員
労
働
安
全
衛
生
協
議
会

TEL
０
８
３
２
‐
６
６
‐
７
１
５
１

■
入
場
料
（
前
売
り
）

・
大
人
　
　
　
　
　
２
、
５
０
０
円

・
小
・
中
･
高
　

１
、
０
０
０
円

・
親
子
券
（
大
人
１
・
子
ど
も
１
）

３
、
０
０
０
円

※
当
日
券
は
500
円
増

■
問
い
合
わ
せ

「
天
狗
の
火
あ
ぶ
り
」
長
門
市
公

演
を
観
る
会
（
石
井
）

TEL
22
‐
２
５
１
７

平
成
19
年
２
／
１
（木）
・
２
（金）

・
一
般
入
試
（
第
二
看
護
学
科
）

平
成
19
年
１
／
30
（火）
・
31
（水）

■
問
い
合
わ
せ

〒
758
‐
0057

萩
市
大
字
堀
内

字
菊
ヶ
浜
489
‐
５

山
口
県
立
萩
看
護
学
校

TEL
０
８
３
８
‐
２
６
‐
６
５
０
０

h
ttp
://w

w
w
.p
rin
c
e
ss.

n
e
.jp
/̃
h
a
g
ika
n
/


